
作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【情報提供票より】（平成19年11月1日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】

1 ユニット

9 人

（２）建物概要

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（11月1日現在）

8 人 男性 2 人 女性 6 人

人 人

人 人

人 人

年齢 平均 － 歳 最低 － 歳 最高 － 歳

（５）協力医療機関

地上1階建1階部分

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

要介護５ 0 要支援２ 0
夏祭り，とんど，運動会等の地域行事や町内会に参加されている他，ホーム行事に地域の人の参
加を呼びかけるなど，積極的に地域との交流に努められており，散歩や外出時には，なじみの関
係となった地域の人が，利用者の見守り役として協力されています。今後は，ホームの持つ専門
性を地域へ還元していくことを検討されていますので，地域の一員として，地域の中の活動や役
割を担っていかれることを期待します。協力医療機関名 益田病院，千代田中央病院，有田歯科，特別養護老人ホーム正寿園

重
点
項
目
④

要介護３ 2 要介護４ 0

(入居一時金含む) 　　○無

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）
重
点
項
目
③

   食材料費

300 500

400

利用者人数

要介護１

有／無

家族会はありませんが，食事会を開催するなど，家族が意見を言いやすい雰囲気づくり，機会づ
くりに取り組まれています。また，家族の要望をもとに，外出の頻度や行き先等の検討を行うなど，
家族の意見がサービスの質向上に反映できるよう努められています。また，家族も地域住民の一
人であることを認識した取り組みが行われており，地域とホームのパイプ役としての役割を果たし
てもらうなど，家族と一緒になったホーム運営やケアが行われています。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

200

4

又は1日　1,400円

職員全員が，日々のケアを振り返りながら課題を整理し，月ごとに目標を定めるなど，サービスの
質向上に向けて取り組まれています。また，評価結果を家族や行政，運営推進委員に報告すると
ともに，ミーティング，勉強会を開催し，様々な視点からの意見を取り入れ，課題について検討を
行うなど，評価の過程をサービスの質向上につなげられています。

建物構造
木造平屋　

運営推進会議が，家族や地域団体の関係者等，多数の参加を得て，2か月ごとに開催されてお
り，様々な立場から積極的に意見交換が行われています。会議では，地域の情報や風習に詳し
い参加者からの意見が，地域に密着したホームづくりをめざすきららの里のサービス向上や運営
の後押しとなっています。

    敷　　　　金 　  有（　　　　　円）　　　　　　　　　○無

   保証金の有無

家賃（平均月額） 40,000 その他の経費（月額）

１．　評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

平成19年 12月4日

所在地
　(電話番号）

事業所番号
グループホームきららの里は，運営者の高齢者ケアに対する熱い思いと，管理者がこれまで培ってきた介護
経験を活かしたケアの提供が行われているホームです。
自然の懐に抱かれた景色を背景に，昔ながらの住民同士のあたたかいふれあいや交流も活発で，スー
パーや医療機関など，利用者の日々の暮らしをサポートする環境に恵まれています。この恵まれた環境の
中で，日々の外出の機会に地域の人との交流を深めるなど，地域の一員であることや地域で生活しているこ
とを利用者が感じられるよう取り組まれています。
また，職員一人ひとりの状況や希望に応じた段階的な学びの場が提供されており，同じテーマの研修に2人
以上が参加し，異なる視点による気づきを職員間で共有するなど，研修で得た知識・技術が，職員それぞれ
のケアのスキルアップにつながっており，運営者・管理者・職員が理念を共有しながら，「きららの里」の持ち
味を活かした，個別ケアに熱心に取り組まれています。

所在地 　　　　広島県広島市南区比治山本町１２－２

評価機関名

法人名

ユニット数

要介護２2

職員数 常勤   8人,  　非常勤　1人,  　常勤換算　8人

　償却の有無

9 人

20,000

有（　　　　　円） 　有りの場合

3473500688

　有限会社　トリオ

事業所名          グループホームきららの里

(社福）広島県社会福祉協議会

　　　　広島県山県郡北広島町本地1931

0826-72-7324

訪問調査日 平成19年11月30日 評価確定日 平成20年1月8日

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

建物形態 併設／○単独

開設年月日 平成18年3月1日

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

開設1年を迎え，目標とするケアを再確認し，ケアサービスの中で徹底するため，理念の見直しが
全職員で行われています。この取り組みをはじめとして，職員と管理者の意見交換が活発に行わ
れており，ホームのめざす方向性や思いの共有が図られています。

（１）組織概要

○新築／改築



２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

2

２．地域との支えあい

3

74

1
開設1年を迎え，利用者に寄り添ったケアをさらに深めるために，理
念の再確認が行われており，「きららの里」の持ち味を反映した具体
的で分かりやすい理念となっています。

85

運営推進会議が，家族，町会議員，地区社協，部落会，老人クラ
ブ，女性会，行政等，多数の参加を得て，2か月ごとに開催されてお
り，様々な立場から積極的に意見交換が行われています。会議で
は，地域の情報や風習に詳しい参加者からの意見が，地域に密着し
たホームづくりをめざすきららの里のサービス向上や運営の後押しと
なっています。

1

2

全職員の話し合いにより，理念が作成されており，朝礼で唱和を行
いながら，理念の周知徹底に努められています。また，職員一人ひと
りが理念をもとに，1か月ごとの目標を定めるなど，自ら提供するサー
ビスの振り返りを行いながら，理念に沿った個別ケアが実践できるよ
う取り組まれています。

5

夏祭り，とんど，運動会等の地域行事や町内会に参加されている他，
ホーム行事に地域の人の参加を呼びかけるなど，積極的に地域との交
流に努められており，散歩や外出時には，なじみの関係となった地域の
人が，利用者の見守り役として協力されています。今後は，ホームの持つ
専門性を地域へ還元していくことを検討されていますので，地域の一員と
して，地域の中の活動や役割を担っていかれることを期待します。

職員全員が，日々のケアを振り返りながら課題を整理し，月ごとに目
標を定めるなど，サービスの質向上に向けて取り組まれています。ま
た，評価結果を家族や行政，運営推進委員に報告するとともに，ミー
ティング，勉強会を開催し，様々な視点からの意見を取り入れ，課題
について検討を行うなど，評価の過程をサービスの質向上につなげ
られています。

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目

1



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

４．理念を実践するための体制

2011

18

５．人材の育成と支援

10

職員一人ひとりの状況や希望に応じた段階的な学びの場が提供で
きるよう配慮されており，積極的に外部研修に参加されています。ま
た，同じテーマの研修に2人以上が参加し，異なる視点による気づき
を職員間で共有されており，研修で得た知識・技術が，職員それぞ
れのケアのスキルアップにつながっています。

9

19

8

家族会はありませんが，食事会を開催するなど，家族が意見を言いやす
い雰囲気づくり，機会づくりに取り組まれています。また，家族の要望をも
とに，外出の頻度や行き先等の検討を行うなど，家族の意見がサービス
の質向上に反映できるよう努められています。また，家族も地域住民の一
人であることを認識した取り組みが行われており，地域とホームのパイプ
役としての役割を果たしてもらうなど，家族と一緒になったホーム運営や
ケアが行われています。

15

7

「きららの里だより」が毎月発行されており，利用者の表情が伝わるよ
う，写真を掲載するなどの工夫を行いながら，利用者の暮らしぶりや
行事の様子が報告されています。また，利用者と家族が一緒に夕食
をとる機会を設けるなど，離れて生活する利用者と家族が，お互いを
身近に感じながら，安心して生活できるよう配慮されています。

96

14

職員一人ひとりの思いを把握するため，職員間の意見交換，情報共
有に努めながら，働きやすい職場づくりに取り組まれており，現在ま
でに職員の異動はありません。

ホーム行事の案内や声かけを積極的に行い，交流を深め，日常的
に相談できる関係づくりが行われています。また，町担当者へホーム
の実情等について報告するとともに，困難事例に対するアドバイスを
もらうなど，ホーム運営の力強い味方となっており，協働してサービス
の質向上に取り組まれています。

同業者とのネットワークづくりの必要性を認識されており，研修や地
域ケア会議等の機会を通して，他事業所の職員との交流を深めなが
ら，情報交換・共有に積極的に取り組まれています。

2



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

3314

2713

工作や手芸，畑仕事など，利用者の「できること」が発揮できるよう場
面づくりに努められており，利用者が生活の中で自身の存在意義や
役割を実感し，達成感を味わえるよう取り組まれており，職員は利用
者の喜びに共感しながら，お互いに支え合う関係づくりに努められて
います。

2612

体験利用を繰り返し行いながら，利用者・家族がホームになじみ，納
得したうえでサービス開始が行えるよう配慮されています。また，利用
前のアセスメントだけでなく，日々の暮らしからも，利用者の生活歴を
把握するよう努められており，これまでの生活と切り離されることなく，
安心して暮らせるよう取り組まれています。

16

3か月に1回定期的に見直しが行われています。職員一人ひとりが自
ら提供するサービスを振り返り，それらを記録として残すことが習慣化
しており，日々のケアによる気づきが計画に反映できるよう取り組ま
れています。また，記録することで，利用者一人ひとりのケアのあり方
について職員間で意識を統一することにもつながっています。

利用者がその人らしく，より良く暮らすために，家族と一緒に考える
姿勢が大切にされており，利用者・家族の意向の把握に努めるととも
に，日常の生活における利用者の状態変化や気づきを詳細に記録
し，職員間で情報伝達，共有を徹底しながら，介護計画が作成され
ています。

37

職員全員に，個別ケアの理念が浸透し，日々のケアの中で実践され
ており，ホームの予定や職員の都合を優先することなく，利用者一人
ひとりの状況やその時々の思いを汲みとりながら，その人らしい暮ら
しの支援に取り組まれています。

3615

3



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働

19
重度化した場合や終末期のあり方について，利用者・家族の思いや
意向の把握に努められており，医師や家族と連携を図りながらホー
ムが対応し得る最大のケアが提供できるよう取り組まれています。

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

職員は，利用者がこれまでの生活の中で培ってきた知識や経験を認
め，尊敬する姿勢を大切にされており，日常の関わり方や声かけに
ついて振り返りながら，利用者の誇りを傷つけたり，馴れ合いになる
ことのないよう意識して，ケアをされています。

18
協力医療機関との連携を深めながら，定期健診の実施や緊急時・夜
間の体制が整えられており，利用者の状態に応じた適切な医療の提
供が継続できるよう取り組まれています。

3917

少人数ケアというグループホームの特徴を活かし，ホームの決まり事
などの枠にとらわれることなく，利用者一人ひとりの思いに応じた
サービスが提供できるよう，職員間の情報交換，共有を徹底しなが
ら，柔軟な支援に取り組まれています。

43

5221

職員の先入観で生活づくりを行うのではなく，利用前のアセスメント
や日々の生活の中で，利用者の習慣や生活歴の把握に努められて
おり，利用者一人ひとりの思いやペースに沿った暮らしが送れるよう
取り組まれています。

50

47

4



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

利用者の思いや気持ちの変化を汲みとり，その時々の利用者の気
持ちに寄り添ったケアが行われており，利用者の穏やかな表情と笑
顔につながっています。また，利用者一人ひとりの生活歴の把握に
努められており，「できること」「得意なこと」が生活の場面，場面で活
かされるよう取り組まれています。

5723
利用者の希望や生活習慣を大切にされており，希望の時間帯に毎
日入浴することができます。

59

6626
鍵をかけることの弊害を理解されているうえ，ホーム周辺の交通量が
少ないといった恵まれた環境にあり，日中は鍵かけを行わず，職員
が声かけを行いながら，利用者の安全に配慮されています。

運営推進会議を活用し，防災対策についての検討やマニュアルの
見直しを行うなど，地域の協力が得られるよう積極的な働きかけが行
われています。

○7127

運営推進会議を活用した取り組みがすすめられていますので，推進会
議のメンバーをはじめとする地域の人との協力関係を大切にしながら，
避難場所やマニュアルの点検・確認を行うなど，具体的な支援体制の整
備をさらにすすめられることを期待します。

25

散歩や買い物，ドライブなど，利用者の状況や希望に配慮しながら，
声かけが積極的に行われており，外出が利用者の気晴らしや楽しみ
ごとにつながるよう取り組まれています。また，日々の外出の機会に
地域の人との交流を深めるなど，地域の一員であることや地域で生
活していることを利用者が感じられるよう取り組まれています。

（４）安心と安全を支える支援

61

5422

調理，盛り付け，後片付けなど，利用者の状態に配慮しながら，利用
者のできることやしたいという思いが発揮できるような場面づくりに取
り組まれています。また，ホームの菜園で収穫された食材を調理する
など，利用者が食事に楽しみを感じられるよう工夫されており，職員と
利用者が一緒に和やかな雰囲気で食事の時間を過ごされていまし
た。
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

8129

8330

居室には，利用者のなじみの家具が持ち込まれている他，家族の写
真や手づくりの作品など，本人にとって親しみのある物が飾られてお
り，一人ひとりの個性を尊重しながら，家庭と同じように居心地よく過
ごせるよう環境づくりが行われています。

77

職員は水分摂取の必要性を十分理解されており，摂取量の記録を
職員間で共有しながら，1日を通して必要な水分が摂取できるよう取
り組まれています。また，利用者の嗜好や状態に応じて，メニューや
形態を変更するなど，個別の対応も行われています。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

玄関のまわりや庭には，利用者の育てた花が咲いている他，日々の
生活ぶりや表情が伝わる写真をツリーに見立てて装飾したり，ロール
紙でつくった干支を飾るなど，日々の生活の中で利用者が季節感を
感じることができるよう配慮されています。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

6
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介護サービス自己評価基準 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小規模多機能型居宅介護 

認知症対応型共同生活介護 

 
 
 
 
 
 
 

事業所名     グループホーム きららの里 
 
 

評価年月日  １９ 年 １１月 ２ 日     記入年月日  １９ 年 １１ 月 ９ 日  
 

※この基準に基づき，別紙の実施方法            記入者  職 リーダー  氏名 中 倉 雅 子   
のとおり自己評価を行うこと。 

 

広島県福祉保健部社会福祉局介護保険指導室 



 

 

 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

Ⅰ 理念の基づく運営    

１ 理念の共有 

1 ○地域密着型サービスとしての理念    事務所、玄関に「経営理念」「社是」「介護目

標」「五つの誓い」を訪問者、職員が見えやすい

ように掲示しています。 

  地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていくサービ

スとして，事業所独自の理念をつくりあげている。  

  

  
2 ○理念の共有と日々の取り組み  朝礼時に職員が唱和し、一日のスタートを切

っており、業務に活かせるよう心がけています。

 もっと職員１人ひとりの意見を取り入れ

た理念の再構築を検討しています。  管理者と職員は，理念を共有し，理念の実践に向けて日々取り

組んでいる。 
 

○ 
 

 

3 ○ 家族や地域への理念の浸透  地域のサロンの集いなどに参加し、事業所の

役割などを話し、理解を得るようにしています。

  
事業所は，利用者が地域の中で暮らし続けることを大切にした

理念を，家族や地域の人々に理解してもらえるよう取り組んで

いる。 

 

２ 地域との支えあい 

4 ○隣近所とのつきあい  こども１１０番の場所として提供し、子供た

ちや近所の方達を行事に招待し、コミュニケー

ションを図っています。散歩のときは声賭けし

会話をするように心がけています 

  
  管理者や職員は，隣近所の人と気軽に声をかけ合い，気軽に立

ち寄ってもらえるような日常的なつきあいができるように努めて

いる。 

 

 

5 ○地域とのつきあい  夏祭、とんど、運動会など地域の行事に参

加している。保育園児や小学校など来ていただ

き交流を図っています。 

  
 事業所は孤立することなく地域の一員として，自治会，老人会，

行事等，地域活動に参加し，地元の人々と交流することに努めて

いる。 
事業所の行事に参加を呼びかけています。  
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

6 ○事業所の力を活かした地域貢献  地域のいきいきサロンに出向き、レクレー

ションなど指導している。 

   
 利用者への支援を基盤に，事業所や職員の状況や力に応じて，

地域の高齢者等の暮らしに役立つことがないか話し合い，取り組

んでいる。 
「きらら会」を発足し、毎週土曜日に地域ごと

に来ていただき、レクレーションをしながら楽

しんでいただいています。 
 

 

３ 理念を実践するための制度の理解と活用 

7 ○評価の意義の理解と活用  評価結果を家族、運営推進委員、行政に報告

し改善に取り組んでいます。 

  
  運営者，管理者，職員は，自己評価及び外部評価を実施する意

義を理解し，評価を活かして具体的な改善に取り組んでいる。 

 

 

○ 運営推進会議を活かした取り組み 8  運営推進委員には、事業所の状況、入居者の

商況などを報告し、提案、意見などを頂き、業

務に活かしています。 

  
運営推進会議では，利用者やサービスの実際，評価への取り組

み状況等について報告や話し合いを行い，そこでの意見をサービ

ス向上に活かしている。 

 

 

○ 市町との連携 9  事業所の現状を報告し、町の現状、方針など

の情報交換を行っています。また、事業所で抱

え込めないと判断したときは保健師、社会福祉

士と相談し解決しています。 

  
 事業所は，市町担当者と運営推進会議以外にも行き来する機会

をつくり，市町とともにサービスの質の向上に取り組んでいる。

 

 

○ 権利擁護に関する制度の理解と活用 10  研修などで得た知識の勉強会など行い、個々

については必要時に話し合いの場を設けていま

す。 

  話し合いの場は設けているものの勉強不

足もあり、も少し知ることでサービスの幅

が広がると思います。 

管理者や職員は，地域権利擁護事業や成年後見制度について学  
ぶ機会を持ち，個々の必要性を関係者と話し合い，必要な人には

それらを活用できるよう支援している。 
○ 

 

 

○ 虐待の防止の徹底 11  全ての窓、扉の施錠を夜間以外はしない。   言葉による虐待など普段慣れした言葉

も、いま一度考えるよう振り返りを行い、

実践していきたい。 

管理者や職員は，高齢者虐待防止法関連法について学ぶ機会を ミーティングで虐待について常に話し合いをし

ています。 

 
持ち，利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごされることがない

よう注意を払い，防止に努めている。 
○ 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

４ 理念を実践するための体制 

12 ○契約に関する説明と納得  入居者、家族と面談し、ホーム内を見学して

いただき、契約内容をきちんと説明し、同意を

得ています。 

  ご家族の協力、医療との連携など、経済

的に可能であればターミナルも取り組んで

行きたい。 

  契約を結び解約する際は，利用者や家族等の不安，疑問点を尋

ね，十分な説明を行い理解・納得を図っている。 
 

○ 
 

 

13 ○運営に関する利用者意見の反映  日常のケアの中で話し合い、雰囲気作りをし

ています。 

  
 利用者が意見，不満，苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表

せる機会を設け，それらの運営に反映させている。 

 

 

14 ○家族等への報告  「きららだより」を毎月発行。  医療的なこと、こまごました対応などに

ついて、しっかり伝えて行きたい。  事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態，金銭管理，職員の

異動等について，家族等に定期的及び個々にあわせた報告をして

いる。 

毎月預かり金の状況報告。  

個々の様子を写真と手紙によりお知らせをして

います。 

○ 

 

15 ○運営に関する家族等意見の反映  不平、不満、苦情の受付は施設長が兼任し、

業務に反映させています。 

  朝礼、ミーティングなどで周知し、どう

取り組めばよいか話し合い、実践していま

す。 

  家族等が意見，不満，苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表

せる機会を設け，それらを運営に反映させている。 

 

 

○ 運営に関する職員意見の反映 16  毎週月曜日にミーティングを行い、職員の意

見や提案を話し合っています。 

  職員個々の思い、取り組む姿勢を大切に

しています。 運営者や管理者は，運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を

設け，反映させている。 

 

 

○ 柔軟な対応に向けた勤務調整 17  施設長とパートタイマーで対応しています。   どこの時間帯が困難か、どう対応すれば

解決するか、その都度話し合いし実践して

います。 

利用者や家族の状況の変化，要望に柔軟な対応ができるよう，

必要な時間帯に職員を確保するための話し合いや勤務の調整に努

めている。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

○ 職員の異動等による影響への配慮 18  退職者以外は出来るだけ 小限にしていま

す。 

  
運営者は，利用者が馴染みの管理者や職員による支援を受けら

れるように，異動や離職を必要 小限に抑える努力をし，代わ

る場合は，利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている。 

 

５ 人材の育成と支援 

19 ○職員を育てる取り組み  施設長が研修の内容を吟味し、各職員が研修

に参加できるよう計画しています。 

  職員１人ひとりの課題に合った研修を振

り分けながら、研修に派遣している。   運営者は，管理者や職員を段階に応じて育成するための計画を

たて，法人内外の研修を受ける機会の確保や，働きながらトレー

ニングしてくことを進めている。 

 

20 ○同業者との交流を通じた向上  地域の同業者と交流、地域ケア会議に出席し

ています。 

  グループホームの交流会を行いたい。そ

の中で学んだことを現場へ活かして行きた

い。  

 運営者は，管理者や職員が地域の同業者と交流する機会を持ち，

ネットワークづくりや勉強会，相互訪問等の活動を通じて，サー

ビスの質を向上させていく取り組みをしている。 

 

○ 

 

21 ○職員のストレス軽減に向けた取り組み  月に一度職員とのコミュニケーションを取る

ため、食事会を開催しています。 

  定期的にと心がけているが、不規則勤務

の中で全員参加が難しい。  運営者は，管理者や職員のストレスを軽減するための工夫や環

境づくりに取り組んでいる。 

 

 

22 ○向上心を持って働き続けるための取り組み  時々現場に入り、職員の様子を観察されてい

ます。 

   
  運営者は管理者や職員個々の努力や実績，勤務状況を把握し，

各自が向上心を持って働けるように努めている。 

 

 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援    

１ 相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 

23 ○初期に築く本人との信頼関係  本人に会い、困っている事、不安に思ってい

る事などを聞き、本人にとって今何が必要なの

かを見極める努力をしています。 

  
 相談から利用に至るまでに本人が困っていること，不安なこと，

求めていること等を本人自身からよく聴く機会をつくり，受けと

める努力をしている。 

 

- 4 - 



 

 

 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

24 ○初期に築く家族との信頼関係  家族が困っている事、不安に思っておられる

内容を良く聴くことで、家族とのコミュニケー

ションを取っています。 

  
 相談から利用に至るまでに家族等が困っていること，不安なこ

と，求めていること等をよく聴く機会をつくり，受け止める努力

をしている。 

 

25 ○初期対応の見極めと支援  併設している、居宅支援事業、デイサービス

職員と共に本人や家族の相談内容を見極め、医

療機関を含めた提案をしています。 

 居宅やデイサービスの担当者と検討を行

い希望に近いサービスの提供を行っていま

す。 

  相談を受けた時に，本人と家族が「その時」まず必要としてい

る支援を見極め，他のサービス利用も含めた対応に努めている。

 

 

26 ○ 馴染みながらのサービス利用  ホームの見学や体験入居をしていただき、既

存入居者との調整や心のケアを行いつつ、本人

と家族が納得されるよう努力しています。 

  かかりつけ医と家族、本人と話し合いを

し、お試しで入居をして頂いても大丈夫か

確認して行っています。 

本人が安心し，納得した上でサービスを利用するために，サー

ビスをいきなり開始するのではなく，職員や他の利用者，場の雰

囲気に除々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫している。

 

２ 新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 

27 ○本人を共に過ごし支えあう関係 工作や手芸、畑作業など自分で出来ることを

していただき、出来ない部分は職員が陰ながら

支え、入居者に達成感を味わってもらい、共に

喜べる環境づくりをしています。 

  分担等、少し押し付け気味になっている

部分もあるが、負担にならないよう、職員

が間に入り、負担の軽減に努めています。 

  職員は，本人を介護される一方の立場におかず，一緒に過ごし

ながら喜怒哀楽を共にし，本人から学び，支えあう関係を築いて

いる 

 
 

28 ○ 本人と共に支えあう家族との関係 入居者の心配事や心の不安があるときは、家

族さんに訪問していただいたり、電話で相談し

たりしている。行事に参加していただき入居者

と共に楽しんでいただいています。 

  遠方の方や多忙で訪問できない家族に

は、電話や手紙などで報告、連絡、相談を

行っています。 

 職員は，家族を支援される一方の立場におかず，喜怒哀楽を共

にし，一緒に本人を支えていく関係を築いている。 

 

 

29 ○本人を家族のよりよい関係に向けた支援 プライベートには立ち入らず、公平な第３者

として本人と家族のギャップを解消し相互扶助

が成り立つよう支援しています。 

  本人の希望や家族の意見を総合判断しな

がら、より良い関係を築くよう努力してい

ます。 

  これまでの本人と家族との関係の理解に努め，より良い関係が

築いていけるように支援している。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

30 ○ 馴染みの人や場との関係継続の支援  昔なじみの勤務先や神社、墓参りなどに行き、

友人や地域の方と交流が取れるよう支援してい

ます。 

  本人の思い出を大切にし、電話や訪問を

していただきコミュニケーションが取れる

よう支援しています。 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途

切れないよう，支援に努めている。 

 

 

31 ○ 利用者同士の関係の支援  認知の差があるため、バランスを取り、出来

る事を職員間で調整して支援しています。 

  旧知の方もおられるので、プライベート

は除き、助け合いが行えるよう職員間で調

整し、支援しています。 

利用者同士の関係を把握し，一人ひとりが孤立せずに利用者同

士が関わり合い，支え合えるように努めている。 

 

 

○ 関係を断ち切らない取り組み 32  他の施設へ移転された方には訪問していま

す。 

 定期的に「たより」が送れるようにしたい。 
サービス利用（契約）が終了しても，継続的な関わりを必要と  

する利用者や家族には，関係を断ち切らないつきあいを大切にし

ている。 
○ 

 

 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント    

１ 一人ひとりの把握 

33 ○思いや意向の把握  本人が興味を持っている事柄、行動に合わせ

話題や作業の提供をしている。訪問された家族

さんから本人の希望を聞き対応しています。 

 意思疎通が困難な方に、もできるだけ興

味を示されるものを探し出すようにしてい

ます。 

   一人ひとりの思いや暮らし方の希望，意向の把握に努めてい

る。困難な場合は，本人本位に検討している。 

 

34 ○これまでの暮らしの把握                                      過去の家族、本人の生活歴、生活環境の把握に

努め、日々の記録や行動から生活リズムを崩さ

ないようにしています。 

一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし方，生活環境，これまで

のサービス利用の経過等の把握に努めている。 

 

 

35 ○暮らしの現状の把握  毎日のバイタルチェックや排泄、食事摂取量、

一日の生活行動を確認記録し、現状把握に努め

ています。 

 日々の会話、行動を細かく観察し、支援

に活かしています。 一人ひとりの一日の過ごし方，心身状態，有する力等の現状を

総合的に把握するように努めている。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

２ 本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 

36 ○チームでつくる利用者本位の介護計画   毎週ミーティングを開き入居者１人ひとりの

ケアのあり方について検討し、必要あるときは

家族及び関係者と相談し介護計画を作成してい

ます。 

 本人の希望、職員、家族にズレが発生す

る場合があるので、出来るだけ聴く範囲を

広げ、計画の作成をしています。 

  本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について，本

人，家族，必要な関係者と話し合い，それぞれの意見やアイディ

アを反映した介護計画を作成している。 

 

37 ○ 状況に即した介護計画の見直し    計画期間中であっても出来るだけ細かく計画

を分析し、状況に応じて変更、調整、連絡を行

っています。 

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに，見直し以前に

対応できない変化が生じた場合は，本人，家族，必要な関係者と

話し合い，現状に即した新たな計画を作成している。 
 

 

38 ○個別の記録と実践への反映  日々の様子観に力を入れ、個別記録や気付き

ノートに記入し、職員に周知し話し合い、ケア

に生かして介護計画に取り入れています。 

周知、話し合ってもなかなか活かしてい

けない現状もある。しっかりと頭において

ケアをしていきたい。 

  日々の様子やケアの実践・結果，気づきや工夫を個別記録に記

入し，情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしてい

る。 

 

○ 

 

 3 多機能性を活かした柔軟な支援 

39 ○事業所の多機能性を活かした支援   本人の希望に出来るだけ副うように、家族と

相談しながら柔軟な支援に心がけています。  本人や家族の状況，その時々の要望に応じて，事業所の多機能性

を活かした柔軟な支援をしている。  
 

 

 4 本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 

40 ○地域資源との協働  本人の希望や意向を、必要に応じて相談しなが

ら支援しています。 

 家族と常に連携を保ち、生活や金銭面で

の相談や話し合いの場を持ち、協力しなが

ら支援しています。 

 本人の意向や必要性に応じて，民生委員やボランティア，警察，

消防，文化・教育機関等と協力しながら支援している。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 41 ○ 他のサービスの活用支援  必要に応じてケアマネージャーやサービス機

関、医療機関と相談しながら支援しています。

本人にとってどうすることが一番良いの

かを基本に考えてケア、支援をしています。 本人の意向や必要性に応じて，地域の他のケアマネージャーや

サービス事業者と話し合い，他のサービスを利用するための支援

をしている。 

 

42 ○ 地域包括支援センターとの協働   困難なケースについて、保健師、社会福祉士

と家族を含め話し合って行っています。 本人の意向や必要性に応じて，権利擁護や総合的かつ長期的な

ケアマネジメント等について，地域包括支援センターと協働して

いる。 
 

 

43 ○ かかりつけ医の受診支援   入居されるまでに、かかりつけ医があれば、関

係を大切にして支援しています。 

家族と話し合い、事業所の協力医療機関

を利用する場合は かかり医の紹介状をお

願いしています。 

本人及び家族等の希望を大切にし，納得されたかかりつけ 

医と事業所の関係を築きながら，適切な医療を受けられるよう支

援している。 

 

 

44 ○ 認知症の専門医等の受診支援   わからない事や不安に思っている事があれば、

職員間で話し合い、医師に相談し、受診してい

ます。 

 職員同士で周知、話し合いの場をもっと

増やしていきたい。 専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きながら，職員が相談  

し，利用者が認知症に関する診断や治療を受けられるよう支援し

ている。 

○ 

 

 

45 ○ 看護職との協働   疑問に思ったり、感じたことがあれば、看護職

員に相談したり、協力医療機関とも相談しなが

ら支援しています。 

医療面でも少し充実していきたい。 
利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看護職と気軽に相談  訪問看護を入れるよう考えていきたい。 

しながら，日常の健康管理や医療活用の支援をしている。 ○ 

 

 

46 ○ 早期退院に向けた医療機関と協働  入院、早期退院が出来るように医療機関と情

報交換しながら、関係者との連携を大切にして

います。 

 日々かかわりの中で体調面など変化があ

った場合、その都度相談し、連携を保って

います。 

利用者が入院したときに安心して過ごせるよう，また，早期に

退院できるように，病院関係者との情報交換や相談に努めてい

る。あるいは，そうした場合に備えて連携している。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

47 ○ 重度化や終末期に向けた方針の共有  少しの変化でも見逃さず、家族の意向を聞き

ながら、連携を取りながら、職員全員でケアの

共有をしています。 

 家族との連携、医療機関との連携を繰り

返し、行っています 重度化した場合や終末期のあり方について，できるだけ早い段

階から本人や家族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合い

全員で方針を共有している。 

 

48 ○ 重度化や週末期に向けたチームでの支援  ホームでできる事を主治医の指導を受けなが

ら、支援に取り組んでいます。 

今後入居者の変化に備えて対応できるよ

うに、準備を整えておきたい。 重度や週末期の利用者が日々をより良く暮らせるために，事業  

所の「できること・できないこと」を見極め，かかりつけ医等と

ともにチームとしての支援に取り組んでいる。あるいは，今後の

変化に備えて検討や準備を行っている。 

○ 

49 ○ 住み替え時の協働によるダメージの防止   本人のホームでの生活状態、医療機関での受

診記録などをもとに十分情報を提供し、住み替

えによるダメージ防止に努めています。 

本人が自宅やグループホームから別の居所へ移り住む際，家族

及び本人に関わるケア関係者間で十分な話し合いや情報交換を行

い，住み替えによるダメージを防ぐことに勤めている。 

 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援    

１ その人らしい暮らしの支援 

（１）一人ひとりの尊重 

50 ○プライバシーの確保の徹底  プライバシーに関わる書類は鍵のかかる書庫

に保管しています。 

職員間の意識を徹底し、私語、言葉使い

を正して行きたい。 一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対

応，記録等の個人情報の取り扱いをしていない。 

 

○ 

  

 

51 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援  本人との会話や行動から、思いを話せるよう

に働きかけ、把握した上で、本人の思いを尊重

し、本人が納得し、安心して暮らせるよう支援

しています。 

職員の考えを押し付けるのではなく、か

かわり、話し合いながら本人第一に考える。 本人が思いや希望を表せるように働きかけたり，わかる力に合

わせた説明を行い，自分で決めたり納得しながら暮らせるように

支援をしている。 

 

○ 

 

52 ○日々のその人らしい暮らし   入居者１人ひとりの思いを受け入れ、寄り添うケ

アをしていきたい。 
 決まりや都合を押し付けているところがある

と思います。   職員側の決まりや都合を優先するのではなく，一人ひとりのペ

ースを大切にし，その日をどのように過ごしたいか，希望にそっ

て支援している。 

 

○ また、寄り添うという事がどういう事なの

か職員間でしっかり話して行きたい。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援 

53 ○身だしなみやおしゃれの支援   馴染みの理髪店を利用していただいており、希

望によりホームでの出張散髪も行っています。

身だしなみやおしゃれも自由に出来るよう支援

しています。 

 顔の髭剃りや、時々口紅や化粧の支援を

して、喜ばれている。 その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し，理

容・美容は本人の望む店に行けるように努めている。 

 

○ 
服装や身だしなみについてのケアも大切

だと考えます。 
 

 

54 ○ 食事を楽しむことのできる支援   調理の下準備、配膳の準備、片付け、食器洗い

など職員と一緒に行っています。 

入居者と育てた野菜なども食卓に並ぶこ

ともあり喜ばれています。  食事が楽しみなものになるよう，一人ひとりの好みや力を活か

しながら，利用者と職員が一緒に準備や食事，片付けをしている。

 

 

 55 ○本人の嗜好の支援  １人１人の希望を聞いて好みのものが提供で

きるよう、楽しんでいただくよう支援していま

す。 

食事制限、嚥下しやすいもの等配慮しな

がら提供しています。 本人が望むお酒，飲み物，おやつ，たばこ等，好みのものを一

人ひとりの状況に合わせて日常的に楽しめるよう支援している。

 
 

 

56 ○気持よい排泄の支援  夜間紙パンツ類を使用する方でも日中は布パ

ンツを使用していただき、１人ひとりの排泄パ

ターンを把握し失禁のないようケアし習慣とな

るよう支援しています。 

 失敗したり、不安だからと紙パンツ類を

使用される方がある。水分量、体調に合わ

せた食事の提供に支援しています。 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，一人ひとりの力や排泄の

パターン，習慣を活かして気持ちよく排泄できるよう支援してい

る。 

 

57 ○入浴を楽しむことができる支援   希望された時、その時の状況を確認し入浴して

頂いています。皆さんが回数やペースに合わせ

てほしい思いはある。前日の入浴パターンを観

て支援しています。 

入浴は気持ちが良いと「何時でも入りた

い」と思っていただけるよう支援します。 曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに，一人ひとりの

希望やタイミングに合わせて，入浴を楽しめるように支援してい

る。 

 

58 ○安眠や休息の支援  夜間寂しさの強い方には、職員が見えるとこ

ろにいて安心して過し頂くよう支援していま

す。 

 バタバタしていて、休まれるまでに声か

け出来ないときがある。思いをしっかり把

握して、安心感を得てもらえるよう支援し

ます。 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて，安心して気

持ちよく休息したり眠れるよう支援している。 

 

○ 

 
定期巡室し、希望に合わせて室温、照明を調節

しています。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援 

59 ○役割，楽しみごと，気晴らしの支援  笑っていられる時間を少しでも多く提供できる

よう支援している。１人ひとりに合った、楽し

いと思える時間の支援をしています。 

寂しそうにしている時はすぐに話し相手

になり、職員と２人で居りたいと言う方に

は畑仕事、ドライブで２人の時間を作って

います。 

張り合いや喜びのある日々の過ごせるように，一人ひとりの生

活歴や力を活かした役割，楽しみごと，気晴らしの支援をしてい

る。 

 

 

 60 ○お金の所持や使うことの支援  金銭の管理は職員が行っており、買いたいもの

があるときは職員が同行し確認の上、購入して

います。 

 お金の管理が自立で出来る方は、共に付

き添い自分で選んで買っていただいていま

す。 

職員は，本人がお金を持つことの大切さを理解しており，一人

ひとりの希望や力に応じて，お金を所持し使えるように支援して

いる。 

 

61 ○ 日常的な外出支援   散歩、ドライブなどしてその日の様子を見て

声かけをし、屋外に出ていただけるよう心がけ

ています。 

 日常的には、散歩をしながら地域に触れ

る機会を増やしていきます。 事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の希望に副

って，戸外に出かけられるよう支援している。 

 

 

62 ○普段行けない場所への外出支援   日帰り旅行や、季節にあった場所を選び実施

している。家族の方と水いらず外出したりして

います。 

家族の方との時間を少しでも増えるよう

にと思い対応しています。 一人ひとりが行ってみたい普段は行けないところに，個別ある

いは他の利用者や家族とともに出かけられる機会をつくり支援し

ている。 

 

63 ○電話や手紙の支援  我が家への不安、家族への寂しさなど訴え、

思いをくみ取り、電話して頂いています。 

 手紙のやり取りが出来るよう支援してい

きたい。 家族や大切な人に本人自ら電話をし，手紙のやり取りができる

ように支援をしている。 

 

○ 

 

 

64 ○家族や馴染みの人の訪問支援   いつでも気軽に訪問でき、入居者と過せるよう

対応しています。 

 訪問時に日々の暮らしの様子がわかるよ

う写真を貼り、アルバムを作成しています。 家族，知人，友人等，本人の馴染みの人たちが，いつでも気軽

に訪問でき，居心地よく過ごせるよう工夫している。 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

（４）安心と安全を支える支援 

65 ○身体拘束をしないケアの実践   居室やホームから自由に出入りできるよう対

応しています。ホーム外に出るときは転倒など

ないよう見守り付き添っています。 

敷地内で草取り、植木への水やり、畑仕

事など入居者が自由にやれるよう支援して

います。 

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の

対象となる具体的な行為」を正しく理解しており，身体拘束をし

ないケアに取り組んでいる。 

 

66 ○鍵をかけないケアの実践  日中は全て鍵をかけないでいます。  外に出たいと思いのあるときは、声かけ

していつもの散歩コースを歩いています。 運営者及び全ての職員が，居室や日中玄関に鍵をかけることの

弊害を理解しており，鍵をかけないケアに取り組んでいる。 

 

 

67 ○利用者の安全確認   昼夜を通して入居者の所在や体調変化の確認

をしており、夜間も定期的に巡室し様子を確認

しています。 

 廊下周りに監視カメラを設置し所在の把

握をしています。 職員は本人のプライバシーに配慮しながら，昼夜通して利用者

の所在や様子を把握し，安全に配慮している。 

 

○ 

 

 

68 ○注意の必要な物品の保管・管理  入居者の状態に応じて、注意の必要なものを

使用するときは、職員が付き添って安全確認を

しています。 

他の入居者の部屋に入る入居者がおり、

他人に知られたくないことが伝わることも

あるので、心して対応していく。 

注意の必要な物品を一律になくすのではなく，一人ひとりの状

態に応じて,危険を防ぐ取り組みをしている。 

 

○ 

 

 

69 ○事故防止のための取り組み  誤飲、誤嚥されないように手の届かない場所に

保管しています。出歩く人には常に付き添って

支援しています。 

研修などで学んだことが生かされていな

いときがあるので、徹底していきたい。 転倒，窒息,誤薬,行方不明,火災等を防ぐための知識を学び,一

人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる。 

 

 

70 ○急変や事故発生の備え   応急手当、初期対応の知識はあっても訓練をし

ていないので行う必要があると思います。 

ＡＥＤ使用など、急変のときの救命講習

を定期的に行う必要があると思います。 利用者の急変や事故発生時に備え,全ての職員が応急手当や初

期対応の訓練を定期期に行っている。 

 

○ 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

71 ○災害対対策   災害対策のマニアルはあるが訓練の回数が少

ないと思います。 

地域の方々の協力を得る体制を作る必要

があると思います。 火災や地震,水害等の災害時に,昼夜を問わず利用者が避難でき

る方法を身に付け,日ごろより地域の人々の協力を得られるよう

働きかけている。 

 

○ 

 

72 ○リスク対応に関する家族等との話し合い  日常生活など細かく家族の方と連絡を取り合

い、その人らしい生活を送っていけるよう対応

をしている。 

入居するまでの経緯をしっかり把握し、

家族の思いを聞き入れています。 一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に説明し,抑圧

感のない暮らしを大切にした対応策を話し合っている。 

 

 

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援 

73 ○体調変化の早期発見と対応  日々健診や行動を見極め、変化があったとき

は速やかに周知徹底している。 

職員が、変化に気付くのが遅れる場合が

あります、早く気付くよう心して対応した

いと思いう。 

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め,気付いた際には

速やかに情報を共有し，対応に結び付けている。 

 

○ 

 

 

74 ○服薬支援  目的や作用をしっかり把握しておき、変化に

対応し、職員への周知を徹底している。 

使用方法や副作用など十分理解して対応

しています。 職員は，一人ひとりが使用している薬の目的や副作用，用法や

用量について理解しており，服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている。 

 

75 ○便秘の予防と対応   水分摂取（1300cc）の確保や運動、朝の牛乳、

バナナなどで自然排便に心がけている。 職員は，便秘の原因や及ぼす影響を理解し，予防と対応のため

の飲食物の工夫や身体を動かす働きかけ等に取り組んでいる。  
 

 

76 ○口腔内の清潔保持   毎食後行っている。  抵抗のある方への毎食後がなかなか大変

であるが、きちんと口腔ケアの理解し対応

していきます。 

 口の中の汚れや臭いが生じないよう，毎食後，一人ひとりの口

腔状態や力に応じた支援をしている。 

 

○ 
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

77 ○栄養摂取や水分確保の支援   １日の水分量を記録し、半日ごとに集計し、

少ない方には摂取していただくようにしていま

す。 

 食べられる量や栄養バランス，水分量が一日を通じて確保でき

るよう，一人ひとりの状態や力，習慣に応じた支援をしている。

 
食事内容も体調に応じてメニューの変更、ゼリ

ー状などにして摂取の支援をしています。 
 

 

78 ○感染症予防  手洗いの実施、手袋の着用、マスクの使用、消

毒剤を使用し、感染症の予防に努めています。

ノロウィルス、白せん病、食中毒の勉強

会はしているがインフルエンザの知識も学

習したいと思います。 

感染症に対する予防や対応の取り決めがあり，実行している。

（インフルエンザ，疥癬，肝炎，ＭＲＳＡ，ノロウィルス等） 

 

○ 
勉強会を開き基礎的な知識を学習しています。

 
インフルエンザ予防接種は全員受診してい

ます。 
 

 

  79 ○食材の管理 調理器具等は漂白、熱湯、熱風消毒して管理

しています。 食中毒の予防のために，生活の場としての台所，調理用具等の

衛星管理を行い，新鮮で安全な食材の使用と管理に努めている。
食材は必要食材をその都度購入し、冷凍冷蔵庫

に保管しています。 
 

 

 

２ その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 

（１）居心地のよい環境づくり 

80 ○安心して出入りできる玄関まわりの工夫    玄関周りには植木や草花もあり、門も開放して

おり安心して出入りが出来るようにしていま

す。 

利用者や家族，近隣の人等にとって親しみやすく，安心して出

入りが出来るように，玄関や建物周囲の工夫をしている。 

 
裏庭にはデッキがあり設け池を眺めるようにし

ています。 
 

 

81 ○居心地のよい共用空間づくり   壁面やホールに行事や日常の生活ぶりの写真

を張り、季節ごとに入居者と共に作成した飾り

をしています。 

共用の空間（玄関，廊下，居間，台所，食堂，浴室，トイレ等）

は，利用者にとって不快な音や光がないように配慮し，生活感や

季節感を採り入れて，居心地よく過ごせるような工夫をしている。
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 ○印 

 

 

 

番 

号 

項          目 
取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容） 
（取組んでいきた

い項目） 

取り組んでいきたい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

82 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり   テーブル椅子、畳の間、ソファーなど思い思い

の居場所を提供しています。 共有空間の中には，独りになられたり，気の合った利用者同士

で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている。 

 

 

  83 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 入居者と家族が相談されて、使い慣れたもの

を配置されています。 居室あるいは泊まりの部屋は，本人や家族と相談しながら，使

い慣れたものや好みのものを活かして，本人が居心地よく過ごせ

るような工夫をしている。 
家族さんの写真を貼り、自分で作られた作品を

飾り、思い思いに工夫されています。  

84 ○換気・空調の配慮   トイレは２４時間喚起を設置し、各居室、ホ

ールには空調機を設置、床暖房を設置、床には

自然換気されるよう工夫し、におい、温度調整

をおこなっています。 

気になるにおいや空気のよどみがないよう換気に努め，温度調

節は，外気温と大きな差がないよう配慮し，利用者の状況に応じ

てこまめに行っている。 

 

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり 

85  ○身体機能を活かした安全な環境づくり   建物内部は全てバリアフリーで廊下、トイレ

には手すりを設け、自立した生活が送れるよう

工夫しています。 

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして，安全かつできる

だけ自立した生活が送れるように工夫している。 

 

 

86  ○わかる力を活かした環境づくり    一人ひとりの力を出せるよう、習字、ぬりえ、

折り紙、計算ドリル、ゲームなどをしながら工

夫しています。 

一人ひとりのわかる力を活かして，混乱や失敗を防ぎ，自立し

て暮らせるように工夫している。 

 

 

87  ○建物の外周りや空間の活用  畑作業の好きな人には野菜作りをしていただき、花作

り、デッキから鯉に餌をやるなど少しでも楽しめるよう

工夫しています。 

  

 建物の外周りやベランダを利用者が楽しめるよう，活動できる

ように活かしている 
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